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クワ コナカ イガ ラヤ ドリバチの交 尾 と仔 の性*

梶 田 泰 司

Studies on the utilization of natural enemies as "biotic 
  insecticides." Mating of Pseudaphycus malinus 

         Gahan and sex of the progeny 

              Hiroshi Kajita

は じ め に

ハチの繁殖において重要なことのひとつは単為生殖

である.単 為生殖には三つの型があ り,な かでも大量

飼育を行なう際にとくに注意を要するのはarrhello-

tokousな 種である。 そこで,こ こではクワコナカイ

ガラヤドリバチPseudaphycusmalinusGahanの 単

為生殖0)有 無を確認し,生 まれる仔の性を明らかに

し,あ わせて仔の性比に関1フしている要因について考

察を行なつた.

この報告を行なうにあたり,口 頃御指導を賜わつて

い る九州人学農学部安松京三教」受,平i鳴 義宏助教授

に心からお礼巾し..1二げ る.ま た,実 験の遂行に御援工しな

を頂いた武田薬品工業株式会社関係各位に感謝の意を

叢する.

実 験 一方 法

交尾 したハチの産卵 内径1cm,長 さ15cmの 試

験管 に雌成虫 クワコナカイガラムシPseudococcuS

comstocki(Kuwana)を10頭 入れ,そ こへ別の容器

でハチミツを与えて自由に交尾 きせたll堆のハチを1頭

あて入れた,大 部分のハチが死んだ頃,カ イガラムシ

を試験管から取り出して,内 径1!cm,高 さ1.7.5cm

のガラス筒に収容した代用飼料のカボチャ上に移し,

被寄生カイガラムシがマミ…になるのを待つた.形 成

されたマミーは1個}ザ つ小さなガラス管に人れてハチ

を羽化させ性比を調べた,調 霞は10頭 の交尾個体に

ついて,25℃ の恒温条件下で行坊∫つた.

未交尾のハチの産卵 寄生 された寄主の令期が1令

の場合,そ こから羽化するハチの頭数は大抵!頭 であ

ることから,1令 のマミーを!個 ずつ小さなガラス管

o

に入 れ て ハ チ を羽 化 させ た 後,1411微 鏡 下 で ハ チ の性 を

調 べ,雌 の み を/頭 ず っ5～10頭 の雌 成 虫 カ イガ ラム

シ と共 に 試 験 管 に入 れ て 産卵 させ た,実 験 開 始 後24

時 間 に カ イガ ラ ム シ を内径11cm,高 さ コ7.5cmの

ガ ラ ス筒 に 収容 した ジ ャガ イ モの 芽 出 しに移 して マ ミ

ー を形 成 させ た .な お,そ の後 の 操作 は交 尾 した ハ チ

の場 合 と同様 で あ る.

ハ チ の 日令 と次 世 代 の性 比 約500頭 の蝶 成 虫 カ イ

ガ ラ ム シをつ けた カボ チ ャ ユ個 を飼育深自(30×30・:50

cm)に 入オ1,そ こ につ ぎの よ うな雌 バ チを100頭 放

した.供 試の ハ チ は 内 径8cm,高 さ7cmの 腰 高 シ ャ

ー レ内で 約100個 の マ ミーか ら羽 化 させ た もので
,放

飼 に は羽 化 後0～24時間,48～72時 閾,93～120時

間 の もの を使 つ た が,羽 化 後0～24時間 以 外 の もの に

はハ チ ミツ を与 え た,飼 育 は25nC,自 然 日長 条件 下

で2回 行 な い,仔 バ チの 性 比 は お のお の20イ}[liiのマ ミ

ーか ら算 出 した .

実 験 結 果 お よ び 考 察

ク ワ コナ カ イガ ラヤ ド リバ チ は,第1表 に示 した よ

第1表.未 交 尾,無 給 餌 の ク ワ コナ カ イ ガ ラヤ ド

リバ チ の産 仔 数お よび 仔 の性.

Sex and number of progeny produced 

by an unfertilized and unfed female.
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第2表.交 尾 した ク ワ コナ カ イ ガ ラヤ ド リバ チ に

濃 い 蜂蜜 を 与 え た 場合 の産 仔 数 お よ び仔 の

性.

Sex and number of progeny produced 

by a fertilized female fed on undiluted 

honey.

うに,未 交尾のハチはすべて雄の仔を産み,一 方交尾

したハチはすべて雌と雄の仔を生む(第2表),い わ

ばarrhenotokousな 単為生殖を行なつた.こ のよう

な例は トビコバチの伸間では幾種も明らかにされてい

ろ(例 えば古くはIshii,1932)が,こ の種のハチで

は,交 尾が了孫の繁殖におよぼす影響の大 きいことは

明らかである.し かし,こ のハチの場合,通 常は雄が

雌より早く羽化し,し か も雄が雌より幾分長生きする

ことか ら,例 え低密度で も仔の性がすべて雄になるこ

とはきわめて稀であろう.事 実,一 般 的な累代飼育に

おける性比は1:1で はなく,雌 の方が雄より多い

笛3表.日 令 の異 な る100頭 の ク ワ コナ カ イ ガ ラ

ヤ ド リバ チ に よつ て 生 産 され た マ ミー の 数

お よ び 仔 の性.

Relation of the age of female parasites 

to the number of mummies and sex ratio 

of the progeny.

し,第3表 に示したように,大 部分のハチは羽化後24

時間以内に交/す る.し たがつて,こ のハチの飼育で

は交尾 に深い注意を払 う必要はないと考えられる.も

つとも,MacracentrusancylivorusRohwerの よ う

に交尾囲数によつて性が決定される場合(Flanders,

1946)も あるが,こ の点は明らかでない.性 比の決定

に関与する要因として,こ の他に飼育温度,湿 度,寄

主の大きさ}生 息密度などが挙げられ る。これらにつ

いても詳細は不明であるが,こ れまでに得られた資料

からは,通 常の飼育条件でこれらが大 きな要囚となつ

ているとは考え難い.な お,今 回の実験では未交尾の

ハチの産仔数が交尾したものに比べて少なかったが ,

これは食餌を与えなかつたためで,そ の後の追試では

未交尾でも交尾 した ものと変らなかっ た.し ・たが つ

て,:未交尾 のハチで もカイガラムシの防除という点で

は交尾したものど差がないようである.

摘 要

クワコナカイガラヤドリバチの単為生殖の有無 を調

査し,仔 の性比に関与している要囚について考察を行

なつた.

クワコナカイガラヤドリバチは単為生殖では雄のみ

の仔を生み,両 性生殖では雌雄の仔を生むarrheno-

tokousな 種であり,1♪r仔数は交尾の有無 によつて変

らなかった.ま た,こ のハチは約250Cの 飼育室にお

ける通常の飼育では羽化後24時 間以内に交/c:し,仔

の性は湿度,寄1三 の大きさ,生 息密度などに殆ど影響

さオ國しオ£カ〉つナこ.
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                                      Summary 

   The present report concerns the relation of mating of Pseudaphycus malinus Gahan, an 

important parasite of Pseudococcus comstocki (Kuwana) to the sex of the progeny. All experi-

ments were made at the temperature of 25°C. 

   The number of female parasite was more numerous than that of male, the percentage of 

female having been about 70. The reproduction of this parasite is arrhenotokous parthenogenesis. 

But the male parasite emerges much earlier and lives longer than the female. This character



istic tendency of the male parasite suggests a possibility that the parasite is able to mate easily 

even when the number of male is less than that of female. Most of the parasites finish mating 

during 24 hours after their emergence. The number of progeny produced by an unfertilized 

female in the present experiment was less than that by a  fertilized one. There would be no sub-

stantial difference in the number of progeny between the fertilized and unfertilized females.


